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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第55期

第２四半期連結
累計期間

第56期
第２四半期連結
累計期間

第55期
第２四半期連結
会計期間

第56期
第２四半期連結
会計期間

第55期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 10,901,23210,050,5955,304,6204,854,36120,720,379

経常利益（千円） 927,833 802,759 366,521 405,2341,296,630

四半期（当期）純利益又は四半期

（当期）純損失金額（千円）
34,059 446,827△207,133 214,755△2,423,034

純資産額（千円） － － 39,131,15436,811,06936,303,981

総資産額（千円） － － 44,278,90541,021,33740,393,114

１株当たり純資産額（円） － － 1,786.061,693.991,670.39

１株当たり四半期（当期）純利益

又は四半期（当期）純損失金額

（円）

1.56 20.67 △9.49 9.93 △111.34

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 87.9 89.3 89.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
990,2411,063,023 － － 1,811,594

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△279,965△156,369 － － △1,275,322

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△233,499△189,727 － － △499,118

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 7,021,4667,292,6906,572,560

従業員数（人） － － 723 711 700

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 711 (342)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載して

おります。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 195 (63)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第２四半期会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

クルマ　（千円） 1,861,712 87.9

産業　　（千円） 910,572 73.0

合計（千円） 2,772,285 82.4

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．暮らし、その他事業部門については、生産活動を伴わないため、記載しておりません。

 

(2）受注状況

　当社グループ（当社及び連結子会社）は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

 

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

クルマ　（千円） 3,045,827 103.0

暮らし　（千円） 751,533 79.8

産業　　（千円） 989,549 73.8

その他　（千円） 67,451 103.1

合計（千円） 4,854,361 91.5　

　（注）１．セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

　

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。

(1) 業績の状況

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、一部の企業収益にも改善の傾向が見られるものの、節約志向に

より個人消費は依然として低迷するなど、景気の本格的な回復は依然として不透明な状況となりました。

　このような経済状況の下で、当社グループ（当社及び連結子会社7社）は、環境の変化に対応していくため、各事業の

特色や技術を活かしながら新しいことへチャレンジし、お客様に製品・サービスにおいて新しい付加価値を提供する

「クルマと暮らしの輝きを創造する企業グループ」を目指して、営業活動に努めてまいりました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、売上高4,854百万円（前年同期比8.5％減）、営業利益362百万円（同

19.6％増）、経常利益405百万円（同10.6％増）、前期に計上した多額な投資有価証券の評価損や固定資産の除却損が

なくなったことで、四半期純利益は214百万円（前年同期は四半期純損失207百万円）となりました。

　事業の種類別セグメントの営業の業績は次のとおりであります。

 

（クルマ）

　自動車用品業界におきましては、いわゆるエコカー減税等の政策による自動車買い替え需要により自動車販売落ち

込みに歯止めはかかるも消費者の節約志向により個人消費が伸び悩むなど、引き続き厳しい事業環境下でありました

が、高速道路のETC割引等による自動車利用の増加によりお手入れ用品の需要も増えております。このような中、主力

の自動車ボディお手入れ用品やガラスケア用品の販売は昨年並みの売り上げとなりましたが、「ガラコワイパーパ

ワー撥水」が取扱い店舗が増加したことで販売数が増加しました。また、「自分の手で愛車をきれいに保ちたい」と

いう消費者意識の高まりを受け、自動車用補修関連製品「99工房」の販売が増加し増収となりました。

　一方、業務用製品の販売においては、自動車販売の回復を受け、自動車メーカーや自動車ディーラー向けＯＥＭ製品

の販売も緩やかに回復し、新規顧客の開拓に努めたことで既存商品の販売を伸ばしたことで増収となりました。

　また海外向けでは、輸出先の消費の冷え込みや円高による輸出先通貨安の影響から受注が減り、販売が減少しまし

た。そして家庭用品分野では、主力製品の「メガネのシャンプー」が前年同期の販売までは届かなかったものの、他の

家庭用製品やＯＥＭ製品の販売増加により増収となりました。

　これらの結果、製品販売においては増収となり、取引条件の見直しによる販売促進費等の販売費や管理コストの削減

に努めたことで増益となりました。

　自動車サービス部門におきましては、自動車販売の回復や高速道路のETC割引等による自動車利用の増加の影響によ

り、整備・鈑金部門において既存顧客からの入庫が順調に推移しました。また新工場が順調に稼動したことや、新設営

業所を起点にした新規顧客の開拓に努めたことで増収となり、労務費の増加や新規投資による償却負担は増加したも

のの、工場の効率的な稼動により原価率が改善し、増益となりました。

　自動車教習事業においては、若者の「クルマ離れ」に加え、「免許離れ」が進み、入所者獲得のための近隣校との競

争が激化する厳しい事業環境にありますが、幅広い教習内容を持つ強みを活かしながら入所者の獲得に努めたこと

で、ほぼ昨年並みの売上高となりました。また、経営の効率化を進めた事や前期に行った固定資産の減損処理により償

却負担が減ったことで、増益となりました。

これらの結果、当第２四半期連結会計期間におけるクルマ事業部門の売上高は、3,045百万円（同3.0％増）、営業利

益は206百万円（同587.5％増）と増収増益となりました。

　

（暮らし）

 スーパー銭湯を運営する温浴事業部門におきましては、６月に不採算店舗の極楽湯吹田店を営業譲渡後、残る３店舗

において早朝営業や独自イベントの実施など、お客様満足度向上のための抜本的な経営建て直しに取り組んでまいり

ました。その結果、店舗の減少により減収となりましたが、費用の削減に努めたことや、前期に行った固定資産の減損

処理により償却負担が減ったことで増益となりました。

　一方、生協向けの家庭用品企画販売事業におきましては、生協各社におけるチラシ紙面の拡充の流れに乗り、企画採

用数が増加しましたが、景気低迷により企画当たりの売上が減少してほぼ昨年並みの売上となり、販売費用の効率が

悪化したことで減益となりました。

　これらの結果、当第２四半期連結会計期間における暮らし事業部門は、温浴店舗の売却により売上高が751百万円

（同20.2％減）となりましたが、費用の削減に努めたことや温浴事業において償却負担が減ったことで、営業利益は

25百万円（同200.0％増）と減収増益となりました。
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（産業）

　産業資材部門においては、半導体業界の回復の出口が見えない不安定な事業環境が続く中、液晶パネル業界向けや半

導体業界向け需要は徐々に回復しておりますが、市場全体の需要は完全に回復したとはいえず、国内外の旺盛な需要

を受けた前年同期と比較して大幅な減収となりました。また、需要回復が進む中で操業は改善するも前年同期のレベ

ルには戻らず原価率は高止まりし、減益となりました。

　これらの結果、当第２四半期連結会計期間における産業資材部門の売上高は989百万円（同26.2％減）、営業利益は

77百万円（同64.8％減）と、減収減益となりました。

　 

（その他）

　不動産賃貸事業におきましては、主な物件で賃料収入が安定したことで増収となり、前期に発生した修繕費等の一過

性の費用が減少した結果、増益となりました。

　これらの結果、当第２四半期連結会計期間におけるその他事業部門の売上高は67百万円（同3.1％増）、営業利益は

52百万円（同21.5％増）と増収増益となりました。

　 

(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は7,292百万円（当第１四半期連結会計期間末は

6,362百万円）となり、929百万円増加いたしました。

　「営業活動によるキャッシュ・フロー」は830百万円の流入（前年同期比11.7%増）となりました。これは、税金等調

整前四半期純利益389百万円、減価償却費229百万円、売上債権の減少額181百万円を主要因としております。

　「投資活動によるキャッシュ・フロー」は100百万円の流入（同57.1%増）となりました。これは、有形固定資産の取

得による支出110百万円、投資有価証券の取得による支出204百万円、有価証券・投資有価証券の売却・償還による収

入101百万円等を主要因としております。

　「財務活動によるキャッシュ・フロー」につきましては、当第２四半期連結会計期間において、大きな変動はござい

ません。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

　当社グループは多様化、高度化、精密化した顧客のニーズに対応していくため、クルマ部門と産業部門にて、製品の研

究開発を進めております。

　当第２四半期連結会計期間における研究開発活動の状況及び研究開発費の金額は次のとおりであります。

　なお、当第２四半期連結会計期間における研究開発費の総額は、154百万円であります。

 

（クルマ）

　当事業における当第２四半期連結会計期間の研究開発費は112百万円となっております。

　なお、当第２四半期連結会計期間の当事業において、２件の特許を出願しております。

　当事業の研究開発活動は合計19名で行っております。

 

（産業）

　当事業における当第２四半期連結会計期間の研究開発費は41百万円となっております。

　なお、当第２四半期連結会計期間の当事業において国内で１件の特許が成立し、２件の特許を出願しております。

　当事業の研究開発活動は合計19名で行っております。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、平成21年６月に計画し、前四半期

連結会計期間において実施を見合わせておりました温浴設備の改修について、実施時期および内容を検討した結

果、当第２四半期連結会計期間においても引き続き実施を見合わせております。

　なお、その他の設備の新設、除却等については重要な変更はございません。また、新たに確定した重要な設備の新

設、拡充、除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 22,274,688 22,274,688
東京証券取引所

（市場第二部）

完全議決権株式

であり、権利内

容に何ら限定の

無い当社におけ

る標準となる株

式

単元株式数：

100株　

計 22,274,688 22,274,688 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成21年７月１日～

平成21年９月30日
－ 22,274 － 2,310,056 － 3,116,158
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（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

サントレード株式会社 大阪府東大阪市長田西３丁目５－17 3,354,528 15.05

田中　秀明 京都府京田辺市 1,496,976 6.72

鈴木　幹子 大阪府枚方市 1,492,656 6.70

ロイヤルバンクオブカナダトラストカ

ンパニー（ケイマン）リミテッド

24 SHEDDEN ROAD PO BOX 1586 GRAND

CAYMAN KY1-1110 CAYMAN ISLAND
948,400 4.25

（常任代理人　立花証券株式会社） （東京都中央区茅場町１丁目13－14）   

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 899,200 4.03

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１丁目１番５号 709,600 3.18

（常任代理人　資産管理サービス

信託銀行株式会社）

（東京都中央区晴海１丁目８番12号

晴海アイランドトリトンスクウェア

オフィスタワーＺ棟）

  

田中　信 大阪府枚方市 603,720 2.71

佐藤　佐世子 大阪府枚方市 594,192 2.66

田中　明三 大阪府枚方市 552,424 2.48

田中　斗葵恵 大阪府枚方市 502,624 2.25

計 － 11,154,320 50.07

　（注） 上記のほか、自己株式が660千株あります。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　 660,700 －

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式　

完全議決権株式（その他） 普通株式 21,611,600 216,116 同上

単元未満株式 普通株式      2,388 － 同上

発行済株式総数 22,274,688 － －

総株主の議決権 － 216,116 －
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②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

㈱ソフト99コーポレー

ション

大阪市中央区谷町２丁目６

番５号　
660,700 － 660,700 2.97

計 － 660,700 － 660,700 2.97

　

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 417 438 447 459 620 695

最低（円） 390 398 413 431 454 557

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、ペガサス大和

監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,447,049 6,728,043

受取手形及び売掛金 3,078,815 2,680,375

有価証券 880,475 567,271

商品及び製品 1,289,460 1,366,181

仕掛品 220,735 224,548

原材料及び貯蔵品 440,827 450,189

繰延税金資産 264,479 231,468

その他 326,187 450,124

貸倒引当金 △27,489 △32,219

流動資産合計 13,920,541 12,665,985

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 5,371,990

※1
 4,926,960

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 1,279,152

※1
 1,425,220

工具、器具及び備品（純額） ※1
 150,793

※1
 177,278

土地 14,459,279 14,459,279

建設仮勘定 20,970 687,816

その他（純額） ※1
 54,209

※1
 23,476

有形固定資産合計 21,336,395 21,700,031

無形固定資産

のれん 11,919 16,707

その他 153,100 147,889

無形固定資産合計 165,020 164,596

投資その他の資産

投資有価証券 4,415,780 4,332,595

長期預金 500,000 800,000

繰延税金資産 436,246 448,411

その他 306,165 356,711

貸倒引当金 △58,811 △75,218

投資その他の資産合計 5,599,380 5,862,500

固定資産合計 27,100,796 27,727,129

資産合計 41,021,337 40,393,114
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 914,441 930,355

未払法人税等 361,478 118,628

未払金及び未払費用 846,482 836,710

その他 393,816 554,396

流動負債合計 2,516,220 2,440,090

固定負債

退職給付引当金 886,305 867,111

役員退職慰労引当金 389,278 374,911

製品回収引当金 117,034 117,264

その他 301,430 289,755

固定負債合計 1,694,048 1,649,041

負債合計 4,210,268 4,089,132

純資産の部

株主資本

資本金 2,310,056 2,310,056

資本剰余金 3,116,158 3,116,158

利益剰余金 31,715,747 31,452,639

自己株式 △329,873 △329,822

株主資本合計 36,812,088 36,549,032

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △30,501 △270,320

土地再評価差額金 △207,204 △207,204

為替換算調整勘定 39,490 32,514

評価・換算差額等合計 △198,215 △445,010

少数株主持分 197,196 199,959

純資産合計 36,811,069 36,303,981

負債純資産合計 41,021,337 40,393,114
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 10,901,232 10,050,595

売上原価 7,129,723 6,649,306

売上総利益 3,771,509 3,401,288

販売費及び一般管理費 ※1
 2,968,731

※1
 2,692,464

営業利益 802,777 708,824

営業外収益

受取利息 57,442 47,975

受取配当金 19,014 11,841

その他 56,317 38,001

営業外収益合計 132,774 97,818

営業外費用

支払利息 1,237 328

その他 6,481 3,554

営業外費用合計 7,718 3,883

経常利益 927,833 802,759

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,897 8,152

固定資産売却益 － 21,904

投資有価証券売却益 6,293 －

特別利益合計 10,190 30,056

特別損失

投資有価証券評価損 230,456 17,140

投資有価証券売却損 － 1,861

役員退職慰労金 50,000 －

たな卸資産評価損 18,210 －

固定資産除却損 177,328 6,095

減損損失 67,520 －

その他 1,226 1,230

特別損失合計 544,742 26,328

税金等調整前四半期純利益 393,282 806,488

法人税、住民税及び事業税 477,307 377,165

法人税等調整額 △125,574 △20,845

法人税等合計 351,733 356,320

少数株主利益 7,488 3,340

四半期純利益 34,059 446,827
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 5,304,620 4,854,361

売上原価 3,535,654 3,181,862

売上総利益 1,768,966 1,672,498

販売費及び一般管理費 ※1
 1,465,469

※1
 1,309,600

営業利益 303,496 362,898

営業外収益

受取利息 37,440 26,972

受取配当金 1,439 －

その他 28,616 16,162

営業外収益合計 67,495 43,134

営業外費用

支払利息 191 －

その他 4,279 798

営業外費用合計 4,470 798

経常利益 366,521 405,234

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 3,667

投資有価証券売却益 5,902 －

特別利益合計 5,902 3,667

特別損失

投資有価証券評価損 230,456 17,140

固定資産除却損 175,951 2,083

減損損失 67,520 －

その他 1,531 303

特別損失合計 475,460 19,526

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△103,036 389,374

法人税、住民税及び事業税 252,099 204,817

法人税等調整額 △145,925 △33,153

法人税等合計 106,173 171,664

少数株主利益又は少数株主損失（△） △2,076 2,955

四半期純利益又は四半期純損失（△） △207,133 214,755
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 393,282 806,488

減価償却費 551,714 447,895

のれん償却額 11,703 4,787

受取利息及び受取配当金 △76,295 △59,817

支払利息 1,237 328

売上債権の増減額（△は増加） 32,369 △396,749

たな卸資産の増減額（△は増加） △83,739 92,655

仕入債務の増減額（△は減少） 129,423 △16,432

その他 424,808 180,157

小計 1,384,502 1,059,312

利息及び配当金の受取額 66,511 56,178

利息の支払額 △1,237 △328

法人税等の支払額 △459,535 △136,851

法人税等の還付額 － 84,712

営業活動によるキャッシュ・フロー 990,241 1,063,023

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 － △100,100

有価証券の売却及び償還による収入 199,990 300,051

有形固定資産の取得による支出 △338,194 △416,730

有形固定資産の売却による収入 52,472 126,690

投資有価証券の取得による支出 △499,064 △399,686

投資有価証券の売却及び償還による収入 347,262 25,344

その他 △42,431 308,062

投資活動によるキャッシュ・フロー △279,965 △156,369

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △31,660 △51

配当金の支払額 △192,479 △189,676

その他 △9,360 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △233,499 △189,727

現金及び現金同等物に係る換算差額 △404 3,203

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 476,373 720,130

現金及び現金同等物の期首残高 6,545,093 6,572,560

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,021,466 7,292,690
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 該当事項はありません。

２．持分法の適用に関する事項の変更 該当事項はありません。　

３．会計処理基準に関する事項の変更 該当事項はありません。　

　

 

【表示方法の変更】

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

（四半期連結貸借対照表）

　「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令

第50号）が適用となることに伴い、前第２四半期連結会計期間において「商品」「製品」として掲記されていたもの

は、当第２四半期連結会計期間は「商品及び製品」と一括掲記しております。なお、当第２四半期連結会計期間に含ま

れる「商品」「製品」は、それぞれ60,439千円、1,229,021千円であります。

　また、前第２四半期連結会計期間において「原材料」と流動資産の「その他」に含めていた「貯蔵品」（148,510千

円）は、当第２四半期連結会計期間は「原材料及び貯蔵品」と一括して掲記しております。なお、当第２四半期連結会

計期間に含まれる「原材料」「貯蔵品」は、それぞれ309,066千円、131,760千円であります。

　前第２四半期連結会計期間において有形固定資産の「その他（純額）」に含めていた「建設仮勘定」（46,387千

円）は、当第２四半期連結会計期間から区分掲記しております。

　前第２四半期連結会計期間において有形固定資産の「その他（純額）」に含めていた「工具、器具及び備品（純

額）」（262,234千円）は、当第２四半期連結会計期間から区分掲記しております。

　前第２四半期連結会計期間において流動負債の「その他」に含めていた「未払金及び未払費用」（999,207千円）

は、当第２四半期連結会計期間から区分掲記しております。

　前第２四半期連結会計期間において固定負債の「その他」に含めていた「製品回収引当金」（118,832千円）は、当

第２四半期連結会計期間から区分掲記しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額 10,171,500千円 ※１　有形固定資産の減価償却累計額 9,945,738千円

　２　輸出手形割引高 90,368千円 　２　輸出手形割引高 94,257千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　広告宣伝費 328,807千円

　販売促進費 223,643 

　荷造運賃 292,380 

　貸倒引当金繰入額 6,013 

　役員・従業員給与諸手当 922,446 

　退職給付費用 35,743 

　役員退職慰労引当金繰入額 34,889 

　減価償却費 124,524 

　研究開発費 261,919 

　広告宣伝費 335,243千円

　販売促進費 157,935 

　荷造運賃 272,623 

　貸倒引当金繰入額 468 

　役員・従業員給与諸手当 844,819 

　退職給付費用 36,883 

　役員退職慰労引当金繰入額 28,367 

　減価償却費 80,434 

　研究開発費 300,007 

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　広告宣伝費 182,179千円

　販売促進費 107,611 

　荷造運賃 143,441 

　貸倒引当金繰入額 1,121 

　役員・従業員給与諸手当 453,906 

　退職給付費用 19,687 

　役員退職慰労引当金繰入額 19,535 

　減価償却費 63,401 

　研究開発費 126,545 

　広告宣伝費 139,021千円

　販売促進費 84,600 

　荷造運賃 131,189 

　貸倒引当金繰入額 － 

　役員・従業員給与諸手当 435,185 

　退職給付費用 16,407 

　役員退職慰労引当金繰入額 14,957 

　減価償却費 40,038 

　研究開発費 154,459 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

(1）現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(1）現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在） （平成21年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 7,184,503

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金
△163,037

現金及び現金同等物 7,021,466

 

 （千円）

現金及び預金勘定 7,447,049

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金
△154,359

現金及び現金同等物 7,292,690

 

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　22,274千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　    660千株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

(１) 配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 183,719 8.5平成21年３月31日平成21年６月29日利益剰余金

 

(２) 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後と

なるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年11月10日

取締役会
普通株式 129,683 6.0平成21年９月30日平成21年12月11日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

 前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

 
クルマ
（千円）

暮らし
（千円）

産業
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する

売上高
2,957,456941,2531,340,45765,4525,304,620 － 5,304,620

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高

6,717 1,970 11,38223,49843,568(43,568) －

計 2,964,173943,2231,351,84088,9515,348,188(43,568)5,304,620

営業利益 30,100 8,390221,25543,228302,975 521 303,496

 

 当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 
クルマ
（千円）

暮らし
（千円）

産業
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する

売上高
3,045,827751,533989,54967,4514,854,361 － 4,854,361

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高

8,663 872 3,47723,95936,972(36,972) －

計 3,054,490752,406993,02691,4104,891,334(36,972)4,854,361

営業利益 206,95425,17077,87352,501362,498 399 362,898
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 前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

 
クルマ
（千円）

暮らし
（千円）

産業
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する

売上高
6,156,0121,867,0842,747,769130,36510,901,232 － 10,901,232

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高

12,182 2,378 35,46746,61196,639(96,639) －

計 6,168,1941,869,4632,783,236176,97710,997,872(96,639)10,901,232

営業利益 219,45510,668486,95583,950801,029 1,748 802,777

　

 当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

 
クルマ
（千円）

暮らし
（千円）

産業
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する

売上高
6,308,6621,653,3241,954,114134,49310,050,595 － 10,050,595

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高

16,854 1,251 28,46647,89694,470(94,470) －

計 6,325,5171,654,5761,982,581182,38910,145,065(94,470)10,050,595

営業利益 473,69145,15792,32196,247707,418 1,405 708,824

　（注）１．事業区分の方法

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品等

事業区分 主要製品等

クルマ

洗車用品（カーワックス等）、自動車用補修・整備用品、その他・家庭

用品等、自動車教習事業、オートリース事業、オートサービス事業、自動

車鈑金塗装事業

暮らし 温浴事業、家庭用品企画販売事業

産業 工業用の研磨材、濾過材、吸水・洗浄材、生活用品等

その他 不動産賃貸事業

 

【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成21年７月１日　至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年

９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地セグメント情報の記

載を省略しております。
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

 アジア 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 468,909 124,501 229,832 17,357 840,599

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 5,304,620

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に

占める割合（％）
8.8 2.4 4.3 0.3 15.8

 

当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 アジア 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 375,880 87,283 130,948 29,903 624,014

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 4,854,361

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に

占める割合（％）
7.8 1.8 2.7 0.6 12.9

 

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

 アジア 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 867,516 297,954 509,132 59,261 1,733,863

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 10,901,232

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に

占める割合（％）
8.0 2.7 4.7 0.5 15.9

　

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

 アジア 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 731,320 248,853 232,492 46,857 1,259,522

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 10,050,595

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に

占める割合（％）
7.3 2.5 2.3 0.4 12.5

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

アジア……中国、台湾、シンガポール、インドネシア、マレーシア他

北米………アメリカ、カナダ

欧州………ドイツ、イギリス、ロシア他

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

１．満期保有目的の債券で時価のあるもの

　該当事項はありません。

２．その他有価証券で時価のあるもの

 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表
計上額（千円）

差額（千円）

(1）株式 1,080,940 1,425,562 344,621

(2）債券    

①　国債・地方債等 99,894 101,081 1,186

②　社債 3,815,219 3,455,555 △359,664

③　その他 － － －

(3）その他 183,771 169,697 △14,073

合計 5,179,825 5,151,895 △27,929

　（注）当四半期連結累計期間において、その他有価証券で時価のあるものについて17,140千円の減損処理を行って

おります。なお減損処理にあたっては、四半期連結会計期間末における時価が取得原価に比べ、50％以上下落

した場合には原則として全て減損処理を行い、30～50％程度下落した場合には、当該金額の重要性、回復可能

性等を考慮して必要と認められた額について減損処理を行っております。

 

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 1,693.99円 １株当たり純資産額 1,670.39円

 

２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 1.56円 １株当たり四半期純利益金額 20.67円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益（千円） 34,059 446,827

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 34,059 446,827

期中平均株式数（株） 21,831,914 21,614,050

　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 △9.49円 １株当たり四半期純利益金額 9.93円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（千円） △207,133 214,755

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益

又は四半期純損失（千円）
△207,133 214,755

期中平均株式数（株） 21,818,131 21,614,036

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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（リース取引関係）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１.オペレーティング・リース取引（貸主側）　

　

未経過リース料　

１年内 96,981　　千円

１年超 97,263　　千円

合計 194,245　　千円
　

 

２【その他】

平成21年11月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・129,683千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・・・・平成21年12月11日

（注）平成21年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成20年11月13日　

株式会社ソフト９９コーポレーション

取締役会　御中
 

ペガサス大和監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 林　　光行　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 薩摩　嘉則　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ソフト９９

コーポレーションの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７

月１日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書

について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソフト９９コーポレーション及び連結子会社の平成20年９月30

日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四

半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連

結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年11月12日　

株式会社ソフト９９コーポレーション

取締役会　御中
 

ペガサス大和監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 安原　誠吾　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 薩摩　嘉則　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ソフト９９

コーポレーションの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７

月１日から平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書

について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソフト９９コーポレーション及び連結子会社の平成21年９月30

日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四

半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連

結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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